
ＣＯＲＩＮＳ情報の入力



ＣＯＲＩＮＳ（コリンズ）／工事実績情報システム

・ＣＯＲＩＮＳへの登録義務のない工事でも、電子納品する場
合は、工事管理ファイル【ＩＮＤＥＸ＿Ｃ．ＸＭＬ】にＣＯＲＩＮＳ入
力システムで使用しているコード（情報）を入力します。

（必須項目）

市販の電子納品作成ツールには、CORINS入力システム
から出力されるCFDファイル（CORINS提出用ディスクのファ
イルフォーマット）を利用した入力支援機能を備えたものもあ
ります。

ＣＯＲＩＮＳ情報の入力（１）



ＣＯＲＩＮＳコードの取得方法

JACIC（(財)日本建設情報総合センター） Webサイト

「CORINS工事実績情報システム」から取得できます。

http://www.jacic.or.jp/

ＣＯＲＩＮＳ情報の入力（２）

ここをクリック



ここをクリック



CORINSコード表（Ver.6.0）



工事実績システムバージョン番号

よくある質問

Ｑ：工事開始時と完成時とでＣＯＲＩＮＳ入力システムのバー
ジョンが異なる場合、工事管理ファイルの＜工事実績シス
テムバージョン番号＞は、どのように入力すればよいでしょ
うか？

Ａ：工事完成時のバージョンを入力してください。
CORINS入力システムVer.6.0に関する資料を使用した場合：

「6.0」と入力
CORINS入力システムVer.5.0に関する資料を使用した場合：

「5.0」と入力

ＣＯＲＩＮＳ情報の入力（３）



＜工事分野＞

コード一覧表から、該
当する「工事の分野」
を選択して入力する。

河川工事ならコード01
の「河川」、道路工事な
らコード02の「道路」と
入力する。

発注事業主体の分野
から選択することに注
意！！



コード一覧表から、該当する
「工事の業種」を選択して入
力する。

法面工事ならコード05の「と
び・土工・コンクリート工事」、
舗装工事ならコード13の「舗
装工事」と入力する。

建設業法上の許可業種であ
ることに注意

＜工事業種＞



コード一覧表から、該当する「工種」、「工法・型式」を選択して入力する。
護岸工事なら工種には「護岸工事」、工法型式には「護岸工」と入力する。
道路改良工事、河川改修工事などは、工種には「その他土木一式工
事」、工法型式には「その他土木一式工」と入力する。
コリンズでは５つまで登録できるので、同じ内容で入力する。

コード表の一部

＜工種－工法型式＞



【注意】

①住所コードが、市町村合
併後の新名称に更新され
ていない場合は、旧市町村
名のコードを選択する。

②住所名は、旧名称でなく
新名称に手入力で変更す
る。
（例）19385 田富町

→ 19385 中央市
19383 玉穂町

→ 19383 中央市

＜住所情報＞
• コード一覧表から、該当する「住所コード」と「住所」を選択して入力する。
• 住所コードには、該当する市町村名のコードを選択して入力する。
• 住所には、該当地域の住所を入力する。
• 複数箇所ある場合は、複数入力する。



・組織再編により組織及びその名称が変更されると、CORINS入力システムの発注
機関コードも随時変更される。
・最新のCORINS「発注機関コード新旧対応表」を確認のうえ工事管理ファイルに入
力する。（現在H20.4.1版）

＜発注者情報＞



CORINS入力システム
で作成した登録データ（
CFDファイル）を入力支
援ソフトで取り込んだ場
合、旧名称が出力され
るので、
【INDEX_C.XML】を
手入力で変更する。

大分類 中分類 小分類

＜発注者情報＞
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